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あさひむら　議会だより 2

報告第1号 令和7年度朝日村一般会計繰越明許費繰越計算書について 報告事項
報告第2号 令和7年度朝日村簡易水道事業会計予算繰越計算書について 報告事項
報告第3号 令和7年度朝日村下水道事業会計予算繰越計算書について 報告事項
報告第4号 令和7年度朝日村土地開発公社経営状況について 報告事項

可決 否決

議案第45号 朝日診療所医師住宅条例の制定について 〇
議案第46号 朝日村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について 〇
議案第47号 朝日村福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例について 〇
議案第48号 朝日村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について　 〇
議案第49号 朝日村観光レクレーション施設条例の一部を改正する条例について 〇
議案第50号 朝日村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 〇
議案第51号 令和8年度朝日村一般会計補正予算（第2号）について 〇
議案第52号 令和8年度朝日村国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について 〇
議案第53号 令和8年度朝日村介護保険特別会計補正予算（第1号）について 〇
議案第54号 令和8年度朝日村後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について 〇

発議第1号 「さらなる少人数学級推進と教職員定数改善のための教育予算確保」と「義
務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める意見書について 〇

議案第55号 財産の取得について 〇
議案第56号 村道路線の認定について 〇

令和8年度一般会計補正予算760万円追加
市町村森林整備支援事業委託料240万円等
総額39億9,700万円へ

６月
定例会
6/2 ～12

　6月定例会は2日に招集され、12日までの11日
間開催された。5日には常任委員会を開催。9日
に一般質問を行い、12日最終日に上程されたすべ
ての議案を原案どおり可決し閉会した。

【主な議案】
令和8年度朝日村一般会計補正予算　760万円を追加　総額39憶9,700万円
●	歳入：	国庫支出金129万円、県支出金347万円、諸収入1億1,653万円を増額
	 	 繰入金1億1,303万円を減額
●	歳出：	物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金過年度返還金250万円
	 	 市町村森林整備支援事業委託料240万円
	 	 観光施設備品購入費160万円　

あさひむら議会だより_第61号_CS5.indd   2 2026/07/24   16:07:44



あさひむら　議会だより3

4
月
8
日

●
令
和
8
年
度
組
織
体
制
に
つ
い
て

新
規
採
用
職
員　

　
建
設
環
境
課　
清
澤
祐
太

4
月
27
日

●
副
村
長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

●
上
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
つ
い

て5
月
12
日

●
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
つ

い
て

　
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
テ
ラ
ス
あ
さ

ひ
の
交
付
額
が
減
額
と
な
り
、
令

和
８
年
度
は
2
棟
６
戸
の
建
設
と

し
、
残
り
の
1
棟
４
戸
は
令
和
９

年
度
以
降
へ
建
設
を
延
期

●
地
方
創
生
伴
走
支
援
制
度
に
つ
い

て
　
国
の
伴
走
支
援
チ
ー
ム
か
ら
当
村

へ
３
名
が
配
置
さ
れ
、
村
の
現
状

と
課
題
を
一
緒
に
考
察
し
、
今
後

の
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
提
言
を
い
た
だ
く

●
診
療
所
指
定
管
理
に
お
け
る
基
本

協
定
に
つ
い
て

●
朝
日
小
学
校
少
人
数
学
級
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　
一
年
生
１
ク
ラ
ス
2
人
担
任
制
と

し
、
教
科
に
よ
っ
て
は
2
ク
ラ
ス

に
分
け
て
行
う

6
月
12
日

●
あ
さ
ひ
診
療
所
進
捗
に
つ
い
て

　
7
/
25
竣
工
式
・
内
覧
会　

8
/
1
開
院

●
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合

3
施
設
の
移
管
先
公
募
に
つ
い
て

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
四
賀
福
寿
荘
・
岡
田
の
里
・
な
ん

て
ん
の
里

●
環
境
事
業
に
つ
い
て

　
E
V
充
電
器
の
設
置　

　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
新
た
な

E
V
充
電
器
を
設
置
予
定

　
特
定
外
来
生
物
（
オ
オ
キ
ン
ケ
イ

ギ
ク
）
の
状
況

　
　
村
内
の
状
況
と
、
今
後
は
駆
除

に
対
す
る
村
民
周
知
の
拡
大
を

図
る

●
古
見
原
排
水
調
査
に
つ
い
て

　
調
査
結
果
と
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
説
明

●
指
定
管
理
者
年
度
協
定
締
結
に
つ

い
て

　
朝
日
村
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
等
（
タ
ジ
マ
モ
ー
タ
ー
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
朝
日
）、
朝
日
村

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス（
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｉ
）

全員
協議会

臨時会
4/27
5/12

　4月27日に第3回臨時会が、5月12日に第4回臨時会が招集された。
上程されたすべての議案を原案どおり可決した。
第3回臨時会

同意 不同意

同意第13号 副村長の選任につき同意を求めることについて 〇

可決 否決

議案第42号 工事請負契約の締結について（朝日小学校長寿命化事業　体育館棟等改修
工事　1億6,500万円） 〇

議案第43号 令和8年度朝日村一般会計補正予算（第1号）について
(葬祭等扶助費60万円　グラウンド照明シーケンサー修繕費80万円 ) 〇

可決 否決

議案第44号 財産の取得について（除雪用ホイールローダー 8t　1,540万円） 〇

承認 不承認

承認第2号 専決処分の承認を求めることについて（朝日村税条例の一
部を改正する条例について） 〇

承認第3号 専決処分の承認を求めることについて（朝日村国民健康保
険税条例の一部を改正する条例について） 〇

承認第4号 専決処分の承認を求めることについて（令和7年度朝日村
一般会計補正予算（第8号）について） 〇

承認第5号 専決処分の承認を求めることについて（令和7年度朝日村
国民健康保険特別会計補正予算（第5号）について） 〇

副村長　越川　豪氏（再任）
【任期】令和８年５月1日～令和12年４月30日まで

人事案件

第4回臨時会
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あさひむら　議会だより 4

問　
公
共
交
通
の
充
実
に
向
け
村
民
の
強

い
要
望
が
あ
る
が
、
村
と
し
て
の
公
共
交

通
の
目
的
・
位
置
づ
け
は
何
か
。

企
画
財
政
課
長　
村
の
公
共
交
通
は
村
民

の
生
活
に
不
可
欠
な
重
要
な
施
策
で
あ
り

『
第
六
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
』
策

定
時
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
公
共
交
通

の
充
実
は
重
要
度
が
高
く
優
先
的
に
充
実

を
図
る
べ
き
項
目
と
し
て
第
一
位
に
あ
げ

ら
れ
た
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
高
齢
化

が
進
む
中
、
安
心
し
て
外
出
で
き
る
環
境

整
備
は
重
要
で
あ
り
さ
ら
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問　
村
民
の
要
望
の
一
つ
に
村
営
バ
ス
広

丘
線
の
平
日
昼
間
の
増
便
、
土
日
の
広
丘

駅
へ
の
足
の
確
保
が
あ
る
。
増
便
あ
る
い

は
時
間
変
更
は
可
能
か
。

企
画
財
政
課
長　
こ
れ
ま
で
様
々
な
要
望

に
応
え
て
運
行
を
検
討
拡
充
し
て
き
た
。

全
て
の
声
に
応
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
運

行
事
業
者
か
ら
空
気
だ
け
の
せ
て
走
ら
せ

る
の
は
、と
意
見
を
頂
い
た
経
過
も
あ
る
。

問　
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
村
民
に
十
分

に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

企
画
財
政
課
長　
制
度
開
始
以
来
十
五
年

で
、
そ
の
間
い
く
つ
も
の
取
組
を
行
い
、

周
知
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

問　
公
共
交
通
が
わ
か
り
に
く
く
、
利
用

し
に
く
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

企
画
財
政
課
長　
高
齢
者
に
対
し
て
さ
ら

に
説
明
に
取
り
組
み
、
わ
か
り
や
す
い
資

料
の
作
成
に
つ
い
て
、改
め
て
検
討
す
る
。

村政に問う！！一般
質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や疑

問をもとに、村政全般にわたり行政の姿勢をただすものです。 こちらから
動画でご覧
いただけま
す。

▲ここが聞きたい　10議員　14項目
豊田 惠美子　議員（4頁）
１　�朝日村の公共交通について　村民の声に応える村政
の実現に向けて 

清澤 あゆみ　議員（5頁）
１　�観光ビジョンを活かした今後の観光振興の方向性に
ついて 

２　女性消防班の活動と地域防災への村民参加について 

古池 美佐江　議員（5頁）
１　�自治体が所有する財産の有効活用について 
２　�原新田工業団地のこれからをどう考えるか 

北村 直樹　議員（6頁）
１　�村有林及び鳥獣防護柵の今後の維持管理について 

清沢 正毅　議員（6頁）
１　針尾・入二地域活性化研究事業の展開について

清沢 敬子　議員（7頁）
１　�「朝日村消防団ビジョン」に基づく今後の取り組み
について 

小林　弘之　議員（7頁）
１　�朝日村旧おひさま保育園跡地の今後の利用計画につ
いて 

齊藤 正法　議員（8頁）
１　公民館活動のこれからについて 
２　DX推進計画の検証と職員の時間創出について

中村 文映　議員（8頁）
１　障がい者福祉について 
２　小学校体育館へのエアコン設置について  

羽多野　美映　議員（9頁）
１　�公民館周辺複合化施設整備の今後の進め方について

豊田惠美子 議員

村
営
バ
ス
広
丘
線
の
平
日

昼
間
増
便
と
土
日
の
運
行

拡
充
を

答
　
平
日
昼
間
と
土
曜
日
の
乗
車
が
少
な
く
、
増
便
は
難
し
い

自宅からくるりん号でイオンタウン山形ザ・ビッグへ
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あさひむら　議会だより5

問　
観
光
協
会
と
今
後
ど
の
よ
う
に
連
携

し
て
い
く
か
。　
　
　
　
　
　

産
業
振
興
課
長　
観
光
協
会
と
村
が
一
体

と
な
り
、
各
種
観
光
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
農
業
体
験

や
農
産
物
の
加
工
品
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問　
観
光
協
会
が
継
続
的
に
取
り
組
む
た

め
の
体
制
づ
く
り
は
。

産
業
振
興
課
長　
運
営
支
援
を
継
続
し
、

安
定
し
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

問　
観
光
協
会
の
人
員
体
制
に
つ
い
て
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
満
了
に
よ

り
、1
名
欠
員
と
な
る
が
補
充
の
予
定
は
。

産
業
振
興
課
長

新
た
な
募
集
を

か
け
る
準
備
を

し
て
い
る
。
3

名
体
制
は
確
保

し
て
い
き
た
い
。

女
性
機
能
別
団
員
の
活
動
と
地
域

防
災
へ
の
村
民
参
加
に
つ
い
て

問　
女
性
機
能
別
団
員
の
今
後
の
活
動
内

容
や
組
織
体
制
は
。

総
務
課
長　
4
月
に
入
団
し
た
役
場
女
性

職
員
9
名
は
朝
日
村
消
防
団
本
部
班
に
属

す
る
機
能
別
団
員
と
な
る
。
女
性
は
経
験

の
有
無
を
問
わ
ず
入
団
で
き
、
任
務
は
啓

発
活
動
・
広
報
活
動
と
な
る
。
地
域
と
の

関
わ
り
を
深
め
る
目
的
も
あ
る
た
め
、
防

災
士
会
と
も
連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

問　
女
性
村
民
の
入
団
希
望
へ
の
対
応
は
。

総
務
課
長　
女
性
村
民
が
消
防
活
動
に
取

り
組
み
た
い
と
い
う
声
は
大
変
喜
ば
し

い
。
女
性
団
員
の
受
入
ル
ー
ル
は
ま
だ
整

備
さ
れ
て
い
な

い
が
、
本
人
の

希
望
と
分
団
の

体
制
を
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い

く
。

清澤あゆみ 議員

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
活
か
し
た

今
後
の
観
光
振
興
の

方
向
性
に
つ
い
て

答
　
観
光
協
会
組
織
の
強
化
を
図
り
、
中
期
的
な
施
策
を
展
開
し
て

い
く

女性消防団員による規律訓練

昨年の鉢盛山登山マラソンの
参加者とボランティアのみなさん

問　

公
民
館
の
ピ
ア
ノ
は
劣
化
が
著
し

く
、
村
内
の
音
楽
愛
好
団
体
の
活
動
に
支

障
が
出
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
ピ
ア
ノ
を

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
な
ら
、
朝

日
小
学
校
か
鉢
盛
中
学
校
の
音
楽
室
を
社

会
教
育
に
開
放
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
小
学
校
も
中
学
校
も
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
開
放
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
中
学
校
も
楽
器
の
損
傷

等
の
懸
念
か
ら
特
別
教
室
は
対
象
外
と
し

て
い
る
。
今
後
、
整
え
ら
れ
て
い
く
可
能

性
は
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
使
用
で
き
な

い
。

　
村
と
し
て
は
、
公
民
館
の
ピ
ア
ノ
を
更

新
す
る
努
力
を
し
た
い
。

原
新
田
工
業
団
地
の

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

問　
食
肉
セ
ン
タ
ー
建
設
白
紙
撤
退
後
、

原
新
田
の
土
地
利
用
を
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
る
考
え
か
。

企
画
財
政
課
長　
原
新
田
の
土
地
利
用
に

つ
い
て
は
約
80
％
の
地
権
者
か
ら
工
業
団

地
と
し
て
の
活
用
に
理
解
を
得
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
は
雇
用
創
出
型
産

業
の
進
出
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

設
備
投
資
型
産
業
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
・
系
統
用
蓄
電
池
（
電
力
を
畜
え
る

施
設
）
な
ど
の
誘
致
可
能
性
を
検
討
し
て

い
る
が
、
電
力
供
給
イ
ン
フ
ラ
等
の
課
題

が
あ
る
。

　
県
や
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
の
情
報
交
換
を

続
け
、
柔
軟
で
持
続
可
能
な
企
業
誘
致
を

目
指
し
て
い
く
。

古池美佐江 議員

小
・
中
学
校
の
音
楽
室
を

社
会
教
育
に
開
放
で
き
な

い
か

答
　
学
校
開
放
は
防
犯
上
困
難
、
ピ
ア
ノ
更
新
の
努
力
は
し
た
い

工業団地予定の原新田農業地
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問　
本
村
は
約
87
％
が
森
林
に
囲
ま
れ
た

村
で
あ
る
。
戦
後
か
ら
植
林
さ
れ
た
樹
木

が
伐
採
適
期
を
迎
え
て
い
る
。
朝
日
村
の

村
有
林
の
面
積
と
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
。

産
業
振
興
課
長
　
当
村
の
村
有
林
の
面
積

は 

１
３
８
８ 

h
a
で
あ
り
、
森
林
全
体

の
面
積
の
う
ち
約
22
・
5
%
を
占
め
て

い
る
。

村
長　
活
用
方
法
に
つ
い
て
村
有
林
は
非

常
に
奥
深
い
所
に
位
置
し
て
い
る
為
、
伐

採
コ
ス
ト
や
労
力
を
考
え
る
と
費
用
対
効

果
が
の
ぞ
め
な
い
為
、
活
用
が
限
定
的
に

な
る
。
維
持
管
理
の
面
で
は
今
後
の
課
題

と
捉
え
て
い
る
。
私
有
林
に
つ
い
て
は
森

林
経
営
管
理
制
度
を
導
入
し
て
今
後
着
手

し
て
い
く
予
定
。

問　
鳥
獣
防
護
柵
の
今
後
の
設
置
個
所
に

つ
い
て

産
業
振
興
課
長　
鳥
獣
防
護
柵
は
現
在
総

延
長
約
21
キ
ロ
に
わ
た
り
設
置
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
設
置
の
予
定
は
考
え
て
い
な

い
。

問　
鳥
獣
防
護
柵
の
今
後
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

産
業
振
興
課
長　
農
作
物
被
害
へ
の
対
応

の
一
環
と
し
て
、
村
で
は
朝
日
村
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
協
議
会
を
設
置
。
今
後
も
住

民
共
同
に
よ
る
維
持
管
理
を
継
続
し
な
が

ら
管
理
し
て
い
く
予
定
。

北村直樹 議員

村
有
林
及
び
鳥
獣
防
護
柵
の

今
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

答
　
今
後
も
住
民
共
同
の
観
点
か
ら
各
区
の
協
力
の
元
、
維
持
管
理
を

行
う

朝日村の森林風景

問　
私
の
理
解
は
針
尾
防
災
セ
ン
タ
ー
建

設
に
向
け
、
そ
の
建
物
が
地
域
の
皆
さ
ん

の
活
性
化
に
役
立
つ
機
能
と
し
て
、
ど
ん

な
建
物
構
想
が
良
い
の
か
に
つ
い
て
の
研

究
会
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
、
建
物
あ
り

き
で
の
事
業
展
開
と
理
解
し
て
い
る
が
間

違
い
か
。 

村
長
　
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
あ
り
き
で
は

な
く
、
針
尾
西
沢
に
県
が
砂
防
堰
堤
を
建

設
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
針
尾
一
之
沢
地

区
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
か
ら
外
れ
る
こ

と
で
空
き
区
画
が
生
ま
れ
る
た
め
、
そ
の

ス
ペ
ー
ス
を
将
来
に
向
け
た
針
尾
地
区
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
場
所
と
し
て
有
効
活

用
で
き
な
い
か
、
地
域
住
民
の
声
を
聞
く

と
い
う
意
味
で
の
研
究
会
を
立
ち
上
げ
て

い
く
事
業
で
あ
る
。
そ
れ
が
建
物
か
も
し

れ
な
い
し
公
園
か
も
し
れ
な
い
、
あ
る
い

は
住
宅
造
成
地
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
聞
く
と
こ

ろ
か
ら
取
り
組
む
。

問
　
入
二
区
を
一
緒
に
し
た
理
由
は
何
か
。

村
長
　
ま
ず
は
針
尾
区
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

入
二
区
は
公
民
館
関
係
課
題
が
先
行
し
て

お
り
、
違
っ
た
テ
ー
マ
が
出
る
可
能
性
も

あ
る
た
め
、
今
後
の
成
り
行
き
を
見
て
合

同
で
取
り
組
む
か
判
断
す
る
。 

清沢正毅 議員

針
尾
・
入
二
区
地
域
活
性
化

研
究
事
業
の
展
開
に
つ
い
て

答
　
建
物
あ
り
き
で
は
な
く
、
ま
ず
は
住
民
の
声
を
聞
く
こ
と
か
ら
取

り
組
む
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問　
団
員
の
減
少
や
村
外
へ
勤
務
す
る
団

員
の
増
加
に
よ
り
、
機
能
別
消
防
団
員
の

定
員
30
名
以
内
の
規
定
が
撤
廃
さ
れ
た

が
、
こ
れ
に
伴
う
機
能
別
団
員
の
拡
充
・

確
保
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　
令
和
8
年
4
月
時
点
で
52
名

体
制
と
な
り
、
23
名
（
女
性
団
員
9
名
を

含
む
）
増
加
し
た
。

問　
区
長
・
地
区
長
へ
の
団
員
確
保
に
向

け
た
協
力
依
頼
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う

か
。

総
務
課
長　
消
防
団
幹
部
が
区
長
へ
の
消

防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
、
地
域
総
ぐ
る

み
で
の
取
り
組
み
を
依
頼
し
、
共
に
勧
誘

を
し
て
い
る
。
少
な
い
け
れ
ど
も
勧
誘
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
継
続
的

に
一
歩
一
歩
進
め
て
い
く
。
他
に
募
集
チ

ラ
シ
の
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
回
覧
板

へ
の
掲
載
で
実
施
し
て
い
る
。

問　
小
学
三
年
生
で
は
消
防
、
四
年
生
で

は
防
災
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
総
務
省

消
防
庁
が
推
進
し
、
松
本
広
域
消
防
局
が

サ
ポ
ー
ト
す
る「
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
」

を
結
成
し
、
楽
し
み
な
が
ら
防
火
・
防
災

に
つ
い
て
学
び
、
将
来
の
消
防
団
員
や
地

域
防
災
の
担
い
手
へ
つ
な
が
る
よ
う
な
仕

組
み
を
、
小
学
校
と
連
携
し
て
立
ち
上
げ

る
考
え
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　
他
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
知
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
実
態
を
把
握

し
、
効
果
も
読
み
取
り
、
ど
う
い
っ
た
こ

と
が
朝
日
村
に
と
っ
て
効
果
的
な
の
か
を

踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

清沢敬子 議員

朝
日
村
消
防
団
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
く
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
　
日
中
を
中
心
と
し
た
消
防
力
の
補
完
体
制
の
強
化
を
図
る

松本消防協会ポンプ操法大会

問　
令
和
６
年
９
月
定
例
会
で
の
答
弁
で

宅
地
分
譲
が
最
も
有
効
な
土
地
利
用
、
分

譲
地
と
し
て
売
却
を
検
討
し
て
い
る
。
来

期
に
は
基
本
設
計
を
進
め
た
い
と
の
説

明
、
そ
れ
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
具
体

的
な
構
想
や
計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

問　
現
在
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

副
村
長　
更
地
で
の
売
却
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
行
っ
た
上
で
の
売
却
。
ど
ち
ら
の
方

法
が
最
も
適
切
で
あ
る
か
財
政
面
、
市
場

性
の
観
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　
宅
地
分
譲
と
し
て
進
め
る
方
針
に
変

更
は
な
い
の
か
。

副
村
長　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
考
慮
し
た

上
で
宅
地
分
譲
が
最
も
有
効
な
土
地
利
用

で
あ
る
と
の
方
針
に
変
更
は
な
い
。

問　
当
初
示
さ
れ
た
基
本
設
計
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
。

副
村
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、
多
様
な
状
況

か
ら
具
体
的
な
設
計
作
業
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
売
却
方
法
の
選
択
、
売
却
価
格
の

設
定
に
関
す
る
検
討
が
、
ま
だ
決
定
段
階

に
至
っ
て
い
な
い
。

問　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
整
備
方
針

に
つ
い
て
。

副
村
長　
整
備
方
針
は
基
本
的
な
方
向
性

と
し
て
周
辺
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
て
住

宅
用
地
と
し
て
限
定
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
具

体
的
な
時
間
を
示
す
の
は
現
時
点
で
は
困

難
で
あ
る
。

村
長　
ご
心
配
を
か
け
て
い
る
の
は
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
な
る
べ
く
早
く
方

向
性
を
確
実
に
決
め
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
公
社
で
い
く
の
か
民
間
企
業
で
い
く

の
か
、
あ
る
程
度
早
め
に
方
向
付
け
を
す

る
。

小林弘之 議員

旧
お
ひ
さ
ま
保
育
園
跡
地
の

今
後
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

答
　�

宅
地
分
譲
が
最
も
有
効
な
土
地
利
用
、	

早
め
の
方
向
付
け
を
す
る

旧おひさま保育園跡地
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問　
県
は
精
神
障
が
い
者
の
入
院
費
助
成

を
所
得
制
限
付
き
で
始
め
る
が
、
市
町
村

に
よ
っ
て
は
所
得
制
限
を
設
け
ず
補
助
を

し
て
い
る
。
村
も
制
度
変
更
の
機
に
所
得

制
限
を
設
け
ず
助
成
し
た
ら
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長　
福
祉
医
療
は
自
治
体
に

よ
っ
て
支
援
に
違
い
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
村
も
既
に
県
の
補
助
以
上
の

支
援
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
現
状

で
は
じ
か
れ
て
い
る
方
は
い
な
い
状
況

だ
。
所
得
制
限
は
他
の
福
祉
医
療
制
度
全

体
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
県
の
補
助
が

な
い
場
合
は
村
の
予
算
か
ら
の
支
出
が
継

続
的
に
必
要
に
な
る
。
福
祉
医
療
を
持
続

可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
今
後
も
検
討
を

続
け
て
い
き
た
い
。

問　
村
に
は
「
特
別
障
害
者
手
当
」
支
給

対
象
者
が
い
る
の
で
は
な
い
か
。
制
度
の

周
知
及
び
村
内
福
祉
関
係
者
の
制
度
理
解

の
場
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

住
民
福
祉
課
長　
村
で
も
現
在
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
が
い
る
。
ま
た
、
担
当

窓
口
で
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
。
た
だ
、

障
が
い
者
担
当
以
外
の
福
祉
担
当
と
の
制

度
の
共
有
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。
制
度

理
解
を
深
め
る
機
会
を
設
け
た
い
。ま
た
、

村
の
「
障
が
い
者
福
祉
の
し
お
り
」
の
見

直
し
を
今
年
中
に
行
う
中
で
も
村
民
周
知

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認
知
状
況

は
。

住
民
福
祉
課
長　
「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
イ
ス
」の
情
報
発
信
が
不
足
し
て
い
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
や
「
障
が
い
者

福
祉
の
し
お
り
」
を
更
新
し
て
、
支
援
セ

ン
タ
ー
の
内
容
が
分
か
り
や
す
く
届
く
よ

う
に
し
た
い
。

	

中村文映 議員

入
院
費
助
成
の
所
得
制
限
を

外
せ
な
い
か

答
　�

福
祉
医
療
全
体
に
関
わ
る
内
容
な
の
で
今
後
検
討
し
て
い
く

問　
公
民
館
活
動
の
課
題
は
。

教
育
次
長　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄

化
、
運
営
人
材
の
不
足
、
学
習
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。
公
民
館
運
営
審
議
会
に
体
育
祭
の

あ
り
方
、
分
館
再
編
、
役
員
体
制
、
補
助

金
の
交
付
方
法
な
ど
を
諮
問
し
て
、
体
育

祭
の
見
直
し
や
分
館
役
員
の
定
数
変
更
な

ど
、
対
応
し
て
き
た
。

問　
入
三
分
館
の
今
後
の
方
向
性
は
。

教
育
次
長　

①
休
止
継
続　

②
再
開　

③
廃
止　

④
別
の

連
絡
体
制　

⑤
他

分
館
と
の
統
合
な

ど
、
複
数
の
選
択

肢
が
あ
る
。
大
事

な
の
は
“
分
館
を

ど
う
す
る
か
”
で

は
な
く
、
地
域
と

し
て
今
後
ど
う
い

う
方
向
性
で
い
く

の
か
と
い
う
視
点
。

D
X
推
進
計
画
の
検
証

問　
推
進
計
画
の
総
括
は
。

企
画
財
政
課
長　
電
子
決
裁
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
な
ど
で
庁
内
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
は

整
備
さ
れ
た
。
B
P
R
（
業
務
の
根
本
的

見
直
し
）
は
、
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
に
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ

る
。
次
の
D
X
計
画
で
は
B
P
R
を
重

点
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

問　
生
成
A
I
の
活
用
は
。

企
画
財
政
課
長　
A
I
は
職
員
が
ど
う

使
う
か
、
ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
。
職
員

が
職
員
に
し
か
で
き
な
い
業
務
に
注
力
で

き
る
環
境
づ
く
り
は
段
階
的
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

村
長　

生
成
A
I
の
使
い
こ
な
し
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
。

齊藤正法 議員

分
館
活
動
の
今
後
は
？

答
　
地
域
の
主
体
性
を
尊
重
し
た
支
援
に
シ
フ
ト
す
る
必
要
が
あ
る
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問　
公
民
館
周
辺
複
合
化
施
設
整
備
は
財

政
面
等
を
理
由
に
一
時
休
止
と
な
っ
た
。

こ
の
休
止
期
間
を
こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容

や
委
託
成
果
、
施
設
ご
と
の
課
題
、
住
民

へ
の
周
知
、
意
見
聴
取
、
全
庁
横
断
の
体

制
を
整
理
す
る
期
間
と
位
置
付
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

村
長　
こ
れ
ま
で
3
年
か
け
て
検
討
し
、

一
定
の
構
想
は
ま
と
ま
っ
て
い
る
。一
方
、

テ
レ
ビ
松
本
の
中
継
施
設
や
、
わ
く
わ
く

館
の
利
用
実
態
な
ど
、
新
た
な
課
題
も
見

え
て
き
た
。
財
政
計
画
を
見
直
し
、
庁
内

体
制
も
検
討
し
な
が
ら
、
再
度
計
画
を
整

理
し
て
い
く
。
今
後
の
体
制
づ
く
り
は
庁

内
で
調
整
し
、
村
全
体
の
課
題
と
し
て
検

討
し
て
い
く
。

問　
検
討
委
員
会
で
の
積
み
上
げ
を
生
か

し
つ
つ
、
村
全
体
の
政
策
課
題
と
し
て
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
。
役
場
庁
舎
建
設
時

の
よ
う
に
、
住
民
か
ら
賛
否
を
含
め
た
意

見
を
聞
き
、
職
員
の
思
い
も
整
理
し
た
う

え
で
進
め
る
過
程
が
必
要
だ
。
住
民
と
話

し
合
う
過
程
を
踏
む
こ
と
を
約
束
し
て
い

た
だ
け
る
か
。

村
長　
最
善
を
尽
く
し
て
や
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
約
束
だ
と
思
う
。
住
民
に
示

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
、
な
る
べ
く

早
く
情
報
を
示
し
、意
見
を
聞
い
て
い
く
。

賛
否
い
ろ
い
ろ
な
議
論
は
出
て
く
る
。

羽多野美映 議員

公
民
館
周
辺
施
設
整
備
の

今
後

答
　
住
民
合
意
を
重
視
し
再
検
討

　本委員会に付託された請願第1号「さらなる少人数学級推進と教職員定数改善のための教育予算確保」と
「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める請願について全会一致で採択すべきものとした。
　長野県では今年度から独自に小学校1年生の25人規模学級編制が導入されているが、国の責任によりさら
なる少人数学級を推進すること、教育予算の増額を求めるなどの内容だった。義務教育は国の責任において、
等しく教育を受ける機会を確保されることが重要など、趣旨は十分に理解できるとし、この請願を採択すべ
きものとした。	 社会文教委員長　齊藤正法

社会文教委員会報告　　

・議員による草刈りボランティアを中俣せせらぎ公園で実施
　熊、猪等による鳥獣被害軽減対策と予防対策として企画、議員全員で草刈りを行った。桜の苗木の下草刈
りを含め、公園の環境整備ができた。

・上下水道事業について建設環境課と意見交換
　大尾沢浄水場と新しい西洗場水源及び広域化への取組等について学んだ。
・公共ライドシェア勉強会参加　　
　県担当者による説明で、村境を超えて目的地までライドシェアで行けること、また、そのシステムの維持
の難しさを理解した。	 総務産業委員長　豊田恵美子

総務産業委員会報告　　

4月23日：第3回臨時会議案協議。その他で議会改革の進め方を協議……議会改革という名称にせず「議員
懇談会」とし、令和9年2月までを活動期間として、毎月1回各議員持ち回りで座長を務め、座長が都度
課題提起を行い、議員同士フリーに議論を交わす場として活動をスタートすることにした。

5月21日：6月定例会議案審議。令和8年度年間活動計画作成……住民懇談会・モニター会議・議員視察先等
の確定、その他議会慶弔規程（申し合わせ事項）の見直し改定を行った。	 議会運営委員長　清沢正毅

議会運営委員会報告　　
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議員
活動報告
議員は、議員活動日誌のとおりたくさんの諸会議・行事・研
修及び視察を行っています。このコーナーでは、主な活動に
ついて報告します。

地域を目で見て
聞いて参加して

　東京都内で行われた長野県人会連
合会主催の第一回「ふるさと信州の
つどい―信州の東京」に参加した。
在京の県人会の方々をはじめ、学生
など長野県に縁のある多くの方々が
参加し、約千人が集まり盛大に開催
された。
　祝宴では学生をはじめ幅広い年代の参加者が会話を弾ませて
いた。また、会場前では信州各地の特産物が販売され、当村か
らも地酒「鉢盛山」やレトルトのボルシチなどが出品され大勢
の人が集まり賑やかだった。今後、村特産プロジェクトを支援
していきたい。	 （小林弘之）

ふるさと信州のつどい―信州の東京6/6

議会活動日誌
4月

3 金 あさひ保育園入園式
4 土 朝日村消防団任命式
7 火 小学校入学式
8 水 全員協議会 P3
14 火 松塩地区広域施設組合議会議

員協議会
19 日 消防団総合訓練
23 木 議会運営委員会 P9 　朝日村

上下水道事業運営審議会
27 月 第3回臨時会 P3

・全員協議会 P3
5月

1 金 令和８年度朝日村鳥獣被害対
策協議会総会

7 木 議会運営委員会
8 金 東筑議長会第1回臨時総会
12 火 第４回臨時会 P3 ・全員協議

会 P3 　広報委員会
14 木 総務産業委員会　松本地域公

共交通協議会会計監査
15 金 土地開発公社理事会　令和８

年度松本地域公共交通協議会
朝日村部会

16 土 あさひ RMO ふるさとづくり
協議会総会

18 月 朝日村商工会通常総会
20 火 篠ノ井線松本地域活性化協議

会総会　塩尻・朝日防犯協会連
合会定期総会

21 木 議会運営委員会 P9
24 日 朝日村長寿を祝う会
25 月 松本地域公共交通会議及び協

議会
26 火 全国正副議長研修会

6月
1 月 大尾沢水神祭
2 火 6月定例会開会・本会議・全員

協議会 P2
4 木 朝日小学校運動会
5 金 常任委員会 P9
6 土 ふるさと信州のつどい

（７日まで） P10
9 火 本会議 一般質問 P4～9
12 金 本会議 閉会・全員協議会 P3

・行政視察 P10
17 水 全員協議会（議員のみ）
19 金 公共ライドシェアの勉強会 P9
24 水 行政視察 P10
29 月 松塩地区広域施設組合議会議

員理事者視察（30日まで）
30 火 男女共同参画審議会

　本年度1年生は1学級2担任制（1人は
村採用）で授業を行っている。
　ALTの先生による英語授業ではクラ
ス全員37人で全身を使い楽しく授業を受
けていた。算数の授業はクラスを半分に
割り、別々の教室で「たし算」の勉強を
していた。少人数のため先生の目が各々
の子に及びそれが児童の集中力につな
がっていると感じられた。
　校長先生とのランチミーティング（給
食はカレー）で、村費による教員増によ
り先生方にゆとりが生まれ、児童に柔軟
に対応できるようになったと伺った。
　「教師のゆとりは児童の落ち着き」村の
特色ある教育として1学級2担任制を全学
年に広げていけたらと強く感じた参観と
なった。今回は、塩尻市の洗馬小学校と
のプール授業も見学した。　

（中村文映）

教師のゆとりは児童の落ち着き―小学校授業参観6/24

　7月入居開始の村内初の村営集合住宅「テラスあさひ」は、
子育て世帯に配慮した間取りや設備が充実している。快適な住
環境の提供により、今後の入居者増に期待。
　続いて8月1日開院予定の「あさひ診療所」を視察。43台分
の駐車場は小学校行事時の利用にも配慮されている。広い待合
室には低いカウンターや自動精算機を備え、感染症対応のゾー
ニングも可能。明るいリハビリ室や配置を変えられる処置室な
ど、安心して受診できる環境が整っていた。	 （羽多野美映）

行政視察6/12

少人数で算数の授業

全員で英語の授業
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今回は「村議会議員が求められること」を整理します。議員の仕事は、会議に出席して賛否を示すだけではあ
りません。住民の声を受け止め、行政の説明を読み解き、議会としての判断につなげるには、日々の姿勢や力が
問われます。
議会は「多数決で決める場」であると同時に、そこに至るまでの「議論の質」が重要です。議員一人ひとりの

行動や言葉が、議会への信頼に直結します。本稿では、議員に求められる基本を、できるだけ分かりやすくまと
めます。

1．公平性と全体性（村全体の代表として）
議員は「身近な相談に応じる人」である前に、村民全体の代表です。特定の地区や団体、個人の利益に偏らず、

村全体の最善を考える視点が求められます。
例えば、道路整備や公共施設の改修、福祉施策の充実など、要望は多岐にわたります。しかし予算や人員には

限りがあり、「全部やる」ことはできません。議員には、要望を丁寧に受け止めたうえで、優先順位や公平性を
整理し、納得できる説明へつなげる力が必要です。

2．説明責任と対話（分かりやすく伝える力）
議会の議論や判断は、住民にとって見えにくい部分があります。だからこそ議員には、「何が論点だったのか」

「なぜその判断に至ったのか」を分かりやすく説明する責任があります。
また、住民の意見は必ずしも一致しません。反対意見や疑問にも丁寧に向き合い、必要なら追加説明や再確認

を行う姿勢が、信頼を積み上げます。「説明する力」は、議員としての基本であり、議会全体の透明性にも直結
します。

3．傾聴力と整理力（声を“政策の材料”にする）
議員には「聞く力」が求められます。ただし、聞いた内容をそのまま伝えるだけでは、行政や議会の場で扱い

にくいこともあります。
大切なのは、住民の声を受け止めつつ、

●何が本当の課題か（原因・背景）
●誰が困っているのか（対象・範囲）
●どこが所管か（制度・担当課・予算）

を整理し、議会で扱える形に整えることです。傾聴と整理ができる議員は、住民にとっても行政にとっても「話
が進む」存在になります。

4．調査力・読解力（資料を読み、確かめる力）
議会に出てくる資料は、条例、予算、決算、契約、計画書など多岐にわたります。議員には「読んで理解する

力」と同時に、「分からない点を確認する力」が欠かせません。
数字や制度の仕組みを押さえずに議論すると、意図しない結論に近づく危険があります。資料を読み込み、必

要なら根拠を確認し、現地の状況や住民の声と照らし合わせる。こうした地道な調査が、議会の判断の質を高め
ます。

5．合意形成と協働（議会はチームで動く）
議会は一人で結論を出す場ではありません。議員同士、行政、住民、それぞれ考え方が異なる中で、折り合い

をつけながら結論へ導きます。
「強い言葉で勝つ」よりも、論点を整理し、相手の立場も踏まえながら、合意点を探る姿勢が重要です。議会では、
賛否が分かれる場面もありますが、結論が出た後にどう実行し、どう検証するかまで含めて、議会と行政が協働
していく必要があります。

まとめ
村議会議員に求められるのは、派手さよりも「誠実さ」「公平性」「説明責任」「傾聴と整理」「調査力」「合意形成」

です。住民に寄り添いながらも、村全体を見渡す視点を持ち、議会という場で地道に積み上げることが信頼につ
ながります。
次回は、議員の活動の実際と報酬、そして議員定数や報酬の変遷について整理します。

第 4回　村議会議員が求められること

「村議会議員」になろう「村議会議員」になろう
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6 月定例会一般質問
動画配信しています
生中継を見逃してしまった…
一般質問、ちょっと見てみたい…
いつでも　どこでも　何度でも
議員ごとにご覧いただけます。

あさひむら　議会だより 12

議会モニター募集中
　より良い議会運営のため議会にご意見をお寄せ
ください。

何をするの？
　議会だよりを読んでの感想、定例会等を傍聴い
ただいての感想をお寄せいただきます。

どうやって意見を言うの？
　年２回モニター会議を開催します。お気軽にご
参加ください。モニターと議員でざっくばらんに
話をしています。会議に参加しなくてもメールや
ＦＡＸでお寄せいただいても結構です。

朝日村議会へご意見をお寄せください

Asahimura Gikai-dayori 2026

　

人
と
の
距
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と
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る
だ
ろ
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か
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お
互
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目
に
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え
な
い
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度
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感
と
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も
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が
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。

　
地
方
自
治
で
は
、
村
長
と
議

員
を
住
民
が
直
接
選
挙
で
選
ぶ

二
元
代
表
制
が
採
用
さ
れ
て
い

る
。
要
す
る
に
、
議
員
は
村
長

と
対
等
な
関
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で
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り
、
監
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能
を
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う
立
場
で
あ
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議
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。
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澤
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日
村
議
会
の
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ー
ム
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ー
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覧
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た
だ
け
ま
す
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と
人
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う
場
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朝
日
村
ク
ラ
フ
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験
館
指
導
員
　
葉
山
修
一
郎
さ
ん

現
在
、
ク
ラ
フ
ト
体
験
館
で
指
導
員
と
し
て
働
く
傍
ら
、
木
工

家
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

大
阪
出
身
の
私
で
す
が
、
ご
縁
が
あ
っ
て
朝
日
村
に
移
り
住
み

ま
し
た
。
山
か
ら
森
へ
、
森
か
ら
木
へ
と
つ
な
が
る
営
み
を
身
近
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じ
る
朝
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村
は
、
木
工
家
で
あ
る
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
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力
的
な
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で
す
。

朝
日
村
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は
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に
も
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し
い
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工
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設

で
あ
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、
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日
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物
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だ
と
思
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て
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ま
す
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具
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ま
す
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初
心
者
の
方
で
も
参
加
し
や
す
い

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
体
験
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ス

も
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
気
軽
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

P4 ～ 9
一般質問 QR コード

からもどうぞ

こちらから
ご覧ください⇒

お申し込みは
こちらから⇒
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